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令和 4年春の叙勲・褒章および第 38回危険業務従事者叙勲受章者
春の叙勲・褒章および危険業務従事者叙勲を、市内の 38 人および 1 団体の方が受章されま
した。受章された方は次の通りです。※（　）内は功績、年齢、主要経歴（敬称略） 総務課 ☎ 083-934-2908問問
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問問環境政策課☎ 083-941-2181

夏の軽装や、家庭・地域の「涼しい場所」の共有によ
り、冷房に必要なエネルギーの消費を減らすことで地
球温暖化の防止につながります。これからの季節を快
適に過ごすため、「クールビズ」のポイントについて、
株式会社山口井筒屋（以下、「山口井筒屋」）の志熊さ
んに聞きました。

涼しい服や過ごし方を、選ぶー

山口井筒屋
　志

しくま
熊 富

と き ひ こ
貴彦さん

A. 衣類のほかにも、通気性の良い素材のリュックを通勤時に使うと快
適性が向上します。また、日傘も体感温度を下げるのに効果的で、い
ろいろな機能・デザインのものがあり、選ぶのが楽しいですよ。

A. ノーネクタイにしたり、ポロシャツや「接触冷感」というヒンヤリ
と感じる生地を使った衣類がオススメです。私のように仕事柄ネクタ
イの着用が必要な方は、涼しめの生地を選ぶことや、シャツを半袖に
変えるのも効果的です。

A. 店内のエアコンは 28℃を目安に、お客様と従業員が快適に過ごせ
るような環境づくりを第一と考えています。店舗を「クールシェアス
ポット」としていますので、涼しむ場所としても気軽にお立ち寄りく
ださい。

Q. クールビズの服装について教えてください。

Q. 他にポイントはありますか。

Q. 山口井筒屋で取り組んでいることはありますか。

◀山口井筒屋の各種服飾売り場でもポロシャツや接触冷感の肌着を販売
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